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千葉商科大学学長原科幸彦を代表世話人とする自然エネルギー大学リーグ準備会は、2021年 6月 7日(月)、日

本国内の大学が集まり、自然エネルギーの活用等を通じて大学活動に伴う環境負荷を抑制し、脱炭素化をめざす

ことを目的に、「自然エネルギー大学リーグ(英名：Renewable Energy University League of Japan)」を設立し

ました。 

 

自然エネルギー大学リーグ 設立メンバー(世話人会) 

代表世話人：原科幸彦(千葉商科大学学長) 

世 話 人：岩切正一郎(国際基督教大学学長)、岸田宏司(和洋女子大学学長)、髙祖敏明(聖心女子大学学長)、

林佳世子(東京外国語大学学長）、金田一真澄(長野県立大学学長）、曄道佳明(上智大学学長）、 

越智光夫(広島大学学長)、田中雄二郎(東京医科歯科大学学長) 

 

高等教育機関として教育・研究と共に社会貢献が求められる大学にとって、持続可能な社会づくりは共通の使

命といえます。「自然エネルギー大学リーグ」は日本国内の大学組織ならびに大学の教職員・学生および知見を有

する関係者等が、知見の共有、ネットワーク化、相互研鑽、人材育成、海外大学との交流を通じて、各大学にお

ける自然エネルギーの活用等を促進し、自然エネルギー100%をめざす大学を増やすために、その設立趣意を国内

外に広く呼びかけます。 

 

■「自然エネルギー大学リーグ」参加条件 

1. 大学（あるいはキャンパス）の使用電力量を、2030年から 2040年を目途とする自ら定める年限までに、自

然エネルギーにより生産もしくは調達することを大学として目標を定め、公表する。 

2. 大学としてその具体的な計画を策定し、実行する。 

 

「自然エネルギー大学リーグ」に参加する大学は、上記のとおり電力に関して自然エネルギー100％の「RE100

大学」になることを目標とします。まず宣言をし、大学間で知見を共有しながら無理のない形で一歩一歩進めて

いき、その先は熱や移動手段も含め、大学が使う全てのエネルギーを自然エネルギーに転換することをめざしま

す。同リーグの趣旨に賛同する教職員や専門家・実践者等は個人での参加が可能です。まずは個人として参加し、

リーグメンバーの支援を受けながら、大学組織としての参加を実現していくというイメージです。また、学生も

学生会員として参加できます。共に連携して行きましょう。 

※参加対象の詳細は 2枚目をご覧ください。 

 

参加大学が目標の実現をめざすことにより、日本に存在する豊富な自然エネルギー資源を活用・研究すること

で、地域分散型のエネルギー供給体系に社会を変えていくことができます。さらに同じ意思をもつ大学が集まり

行動することで、大学以外の企業や自治体、公的機関、NGO など、他の主体に影響を及ぼし、社会を構成する各

主体が、持続可能な脱炭素社会に向けて活動していくことで、社会が変わっていくと考えています。 

 

また、各参加大学において自然エネルギー100％を実現する過程を通じて、持続可能な脱炭素社会を担う人材を

育成し、社会へ輩出していくことで世界的課題の解決へ寄与することをめざします。 

 

■本取り組みに関する資料、設立総会の写真は以下の URLよりダウンロード可能です。 

https://bit.ly/3ip6uZh 

有効期限：2021年 6月 22日(火)23:59 ※ダウンロードできない場合は、お手数ですが問い合わせ先へご連絡ください。 

 

【プレスリリースに関するお問い合わせ先】※受付時間 9:00～17:00 
 

千葉商科大学 戦略広報室 TEL： 047-373-9968 ／ E-mail： p-info@cuc.ac.jp 

脱炭素化をめざし日本国内の大学を結集 

「自然エネルギー大学リーグ」設立 

https://bit.ly/3ip6uZh


 

 
 

■基本情報 

名称：自然エネルギー大学リーグ 

英名：Renewable Energy University League of Japan 

設立：2021年 6月 7日 

 

【自然エネルギー大学リーグ Webサイト】 

https://www.re-u-league.org/ 

※本リーグの参加等に関するお問い合わせは、問い合わせフォームよりご連絡ください。 

 

■活動内容 

・全国大会・総会の開催 

・定例セミナーの開催（第 1回を 8/13に予定） 

・大学における自然エネルギーの活用等の情報提供 

・国内外の大学・専門機関との交流 

・教育プログラムの研究 

・専門家等とのマッチング 

 

■参加対象 

1. キャンパス会員 

学校法人もしくは大学、キャンパス・学部単位。 

2. 個人会員 

教職員や専門家・実践者等、学生以外の個人会員（キャンパス会員・支援団体会員に属する個人も可）。 

3. 学生会員 

大学・大学院等の学生会員。原則として、卒業と同時に自動退会。 

4. 支援団体会員 

団体・企業・NGOなど大学関係以外の組織会員。 

 

■参加費用 

キャンパス会員 年会費 50,000円 

個人会員 入会金 5,000円 

学生会員 入会金 0円／決意表明文の提出が必要。 

支援団体会員 年会費一口 30,000円 

 

■参加方法 

 自然エネルギー大学リーグ Webサイトをご参照ください。 

https://www.re-u-league.org/ 

 

 

 

 

 

【プレスリリースに関するお問い合わせ先】※受付時間 9:00～17:00 
 

千葉商科大学 戦略広報室 TEL： 047-373-9968 ／ E-mail： p-info@cuc.ac.jp 

 

https://www.re-u-league.org/
https://www.re-u-league.org/
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自然エネルギー大学リーグ設立総会 

説明資料 

１ 目的 

日本国内の大学において自然エネルギーの活用等を促進することを通じて、大学活動に伴う環境負

荷を抑制し、脱炭素化を目指すこと。 

上記の目的を達成するため、大学組織並びに大学の教職員・学生及び知見を有する関係者等が、知

見の共有、ネットワーク化、相互研鑽、人材育成、海外大学との交流を通じて、各大学における自然

エネルギーの活用等を促進し、自然エネルギー100％を目指す大学を増やす。

なお、自然エネルギー100％等の認定及びフォローアップについては、それらの事業を行う既存の

他組織等と連携することとし、本リーグとしての認定等は行わない。 

２ 組織 

① キャンパス会員

学校法人もしくは大学、キャンパス・学部単位の組織会員。総会において、代表者は加重投票

権（50 票）を有する。年会費５万円。

② 個人会員

個人としての会員（キャンパス会員・団体会員に属する個人も可）。総会において、一人１票

を有する。入会金５千円。

③ 学生会員

大学・大学院等の学生会員。原則として、卒業と同時に自動退会。総会の議決権を有さない

が、その他の権利は有する。入会金０円／決意表明文の提出。

④ 支援団体会員

団体・企業・ＮＧＯなど大学関係以外の組織会員。総会において、議決権を有さない。年会費

一口３万円。 

別紙



2 

３ 事業計画 

① 全国大会・総会の開催

⚫ 毎年１回、全国大会・総会を同時・同場所にて開催する。

⚫ 全国大会は、大学における自然エネルギーの活用・脱炭素化等に関する意見交換を行う。

⚫ 総会は、運営に関する決定を行う。

② 定例セミナーの開催

⚫ 大学における自然エネルギーの活用・脱炭素化等に関する情報を提供する。

③ 大学における自然エネルギーの活用等の情報提供

⚫ ホームページの運営、メールニュースの発信等を行う。

④ 国内外の大学・専門機関との交流

⚫ 目標を共有する海外の大学を含め、意見交換と交流を行う。

⑤ 教育プログラムの研究

⚫ 持続可能な社会・脱炭素社会に貢献する人材を育てる手法を研究し、実装を推進する。

⑥ 専門家等とのマッチング

⚫ 会員からの問い合わせに対し、専門家等を紹介する。

⑦ 上記事業に関連する業務

４ 役員等 

① 世話人

原科幸彦（千葉商科大学学長／代表世話人）、岩切正一郎（国際基督教大学学長）、岸田宏司

（和洋女子大学学長）、髙祖敏明（聖心女子大学学長）、林佳世子（東京外国語大学学長）、金

田一真澄（長野県立大学学長）、曄道佳明（上智大学学長）、越智光夫（広島大学学長）、田中

雄二郎（東京医科歯科大学学長）

② 顧問

浅岡美恵（気候ネットワーク理事長）、飯田哲也（環境エネルギー政策研究所所長）、大野輝之

（自然エネルギー財団常務理事）、武内和彦（地球環境戦略研究機関理事長）、中井徳太郎（環

境事務次官／予定）、西岡秀三（地球環境戦略研究機関参与）、浜中裕徳（イクレイ日本理事

長）、山本良一（気候非常事態ネットワーク委員長）

③ 幹事

明日香壽川（東北大学教授）、木村護郎クリストフ（上智大学教授）、倉阪秀史（千葉大学教

授）、佐々木寛（新潟国際情報大学教授）、竹内彩乃（東邦大学講師）、田中信一郎（千葉商科

大学准教授）、茅野恒秀（信州大学准教授）、永田佳之（聖心女子大学教授）、西城戸誠（早稲

田大学教授）、浜島直子（千葉商科大学准教授）、Eckhard Hitzer（国際基督教大学上級准教

授）、平田仁子（千葉商科大学特別客員准教授）、丸山康司（名古屋大学教授）、三浦秀一（東

北芸術工科大学教授）、山下英俊（一橋大学准教授）、分山達也（九州大学准教授）

④ 事務局

田中信一郎（事務局長）、北橋みどり（事務局次長・情報担当／株式会社イー・コンザル）、竹

内彩乃（事務局次長・学生担当）、中西悦子（事務局次長・企業担当／パタゴニア日本支社）、

浜島直子（事務局次長・行政担当）、平田仁子（事務局次長・NGO・国際担当）、宮後裕充（庶

務担当／CAN-Japan）
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５ 規約 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、自然エネルギー大学リーグ（英名：Renewable Energy University League of 

Japan）という。 

（事務所） 

第２条 本会は、主たる事務所を千葉商科大学（千葉県市川市国府台１丁目３番１号）に置く。 

第２章 目的及び事業 

（目的） 

第３条 本会は、気候変動を防止し、自然エネルギー社会の形成に貢献するため、大学における自然

エネルギーの活用、エネルギー利用の効率化、環境保全に資する行動（自然エネルギーの活用等）を

促進する。 

（活動の種類） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）自然エネルギーの活用等に関心を有する大学及び関係者のネットワーク形成の活動

（２）大学の自然エネルギーの活用等を支援する活動

（３）前号に掲げる活動に関連するその他の活動

（事業） 

第５条 本会は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）大学の自然エネルギーの活用等に関する関係者のネットワーク形成

（２）大学の自然エネルギーの活用等に関する情報提供

（３）全号に掲げる事業に関連するその他の事業

第３章 会員 

第６条 本会は、本会の目的に賛同する大学組織、大学に属する個人、活動の支援を行う団体及び個

人を会員とする。 

２ 大学組織の会員をキャンパス会員、支援を行う団体の会員を支援団体会員、個人の会員を個

人会員、学生の会員を学生会員とする。 

３ 正会員を総会議決権 50 票のキャンパス会員、総会議決権１票の個人会員とし、副会員を支

援団体会員と学生会員とする。 

（入会） 

第７条 入会しようとする者は、世話人会に届け出て、その同意を得た上で、入会手続を経ることと

する。 

２ 前項に関わらず、当面の間（本会発足後１年間を限度とする）は、自然エネルギー大学リー

グ準備会の会員を会員として引き継ぐ。 

（退会）  

第８条 退会しようとする者は、世話人会に届け出ることとする。会員が死亡したときには、退会し

たものとみなす。 

２ 学生会員は学生としての身分を失った時点で退会したものとみなす。 

３ 世話人会は、会費を支払わない会員について、退会したものと決定できる。 

（除名） 
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第９条 会員が、規約等に違反したとき、若しくは、本会の名誉を傷つけたときには、世話人会の同

意によって除名できる。 

第４章 役員 

（種別及び定数） 

第 10 条 この会に、次の役員を置く。 

（１）世話人 若干名

（２）幹事  若干名 

（選任） 

第 11 条 世話人は、会員の互選により選任する。 

２ 幹事は、世話人会が指名する。 

（職務） 

第 12 条 世話人は、世話人会を構成し、本会を代表し、会務を総理する。 

２ 世話人会は、世話人会の座長を務め、その業務を代行できる代表世話人を世話人の中から

指名できる。 

３ 幹事は、幹事会を構成し、本規約及び世話人会の合意に基づき、業務を処理する。 

４ 幹事会は、幹事会の座長を務め、事務局を統括する事務局長を幹事の中から指名できる。 

（任期） 

第 13 条 役員の任期は４年とする。 

（財政） 

第 14 条 本会の経費は会費、補助金、その他収入をもって充てる。 

２ キャンパス会員の会費を年５万円、支援団体会員の会費を年一口３万円とする。

３ 個人会員は入会時に入会金５千円を支払う。 

４ 学生会員は入会時決意表明文を提出する。 

第５章 総会 

第 15 条 本会の総会は、毎年１回、世話人会が招集する。 

２ 総会は、出席した正会員の過半数でもって、世話人を選出し、世話人会が提出する事業計

画と予算、決算を承認する。 

３ 世話人会は、臨時の総会を招集できる。 

第６章 顧問 

（顧問） 

第 16 条 世話人会は、学識経験者等を顧問に委嘱できる。顧問は、本会について責任を負わない。 

第７章 事務局 

（事務局員） 

第 17 条 幹事会は、本会の事務を処理する事務局員を会員の中から指名できる。 

第８章 改正 

（改正） 

第 18 条 規約は総会出席者の過半数をもって改正する。 
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第９章 運営 

（運営） 

第 19 条 本規約に定める他、本会の運営に必要な事項は、世話人会の合意をもって定める。 

２ 世話人会は、規約と事業計画、予算の範囲において、必要な事項を幹事会に委任できる。 

附則 

１ 本規約は、本会の成立の日から施行する。 

２ 会計年度は４月１日から３月 31 日までとする。但し、設立年度は翌年度と同じ会計年度とす

る。 

６ ロゴ

知識が広がる：開かれた本が風になびく様子を表現し、「自然の力(エネルギー)」と「この場所で蓄

積した知識や活動が社会に拡がっていく」ことをシンプルに表現しています。 

７ 公式ホームページ（お問い合わせと入会手続もこちらからどうぞ） 

  https://www.re-u-league.org/ 

  特別協力：パタゴニア日本支社、株式会社 E-konzal、NPO 法人 Co.to.hana、CAN-Japan 

８ 第１回定例セミナーのご案内 

日 時：2021 年８月 13 日（金）19 時～20 時 

場 所：オンライン 

内 容：「自然エネルギー大学リーグの設立」原科幸彦・千葉商科大学学長 

「千葉大学の環境 ISO 活動と学生委員会」倉阪秀史・千葉大学教授 

「支援団体報告」パタゴニア日本支社 

参 加：無料／オープン 

申 込：自然エネルギー大学リーグ公式ホームページから 


